)右へ…16へ●左へ626
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ぼくは悪ぶるモグラめがけて、バットを振りおろした。バキッ!バットの直撃を避ける
ため、すかさず穴にもぐったやつは、逆襲のために、別の穴から頭を出す。だが、今度はそ
れを待ちかまえていたポーラが、フライパンでゴツン!まるでモグラたたきゲームだ。
悪ぶるモグラはしばらく抵抗したが(HPマイナス1)、結局は白旗を上げて降参した。
●aにチェックがある356ヘ●チェックがない…188へ
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●パパに電話してみる260ヘ●ポーラのパパに相談してみる…125へ
1万ドルの借金か……。う～ん、どうしよう?
●パパに電話してみる269ヘ●ポーラのパパに相談してみる…12
●トンチキさんに相談してみる
157ヘ
142
「やばいな、使えそうなものを何も持ってないよ。スカラビにもどるか……
ぼくがそう言いかけると、ジェフは首を振って反対した。
「せっかくここまで来たんだ……もどるなんてもったいないよ。まだなんとか歩けるから……」

